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白藍塾オリジナル 

２０１４入試小論文分析＆解答のヒント 

２０１４年４月発行 

 

白藍塾の入試小論文分析は、他の予備校と違って、その問題に対して受験生がどのようにア

プローチすればよいのかを具体的に説明している。そのため、この分析を参考にすれば、誰で

も合格レベルの答案を書けるはずだ。該当の大学・学部の志望者は、ぜひ、これを読んで、自

分で実際に答案を書いてみてほしい。 

執筆・樋口裕一・大原理志 

 

●慶応・文学部 

課題文は「異邦人」について考えをめぐらした文章。少し入り組んでいるが、難しい文章で

はない。カミュの小説『異邦人』と、外国で異邦人として生活して優れた作品を生み出す作家

や芸術家を比較して、その共通点について語っている。簡単にまとめると、こうなる。「カミ

ュの『異邦人』は、真実を貫こうとすると群れの中で疎外されて異邦人のように生きるしかな

くなったムルソーという主人公を描いている。だが、ムルソーのような生き方をしても絶望

せずに活動すれば、生きる力を獲得する。突然難病にかかると、まるで言葉の通じない世界に

投げ出されて異邦人になった気分になるが、そのような人も、絶望せずに活動することでそ

れまでの自分にはない自分が見え、そこに新しい言葉が生まれる」。 

つまり、筆者は「異邦人」を、外国に行ったり、人生の激変などが起こったために、それま

での自分になじんだものから引き離されて疎外感を味わう存在としてとらえている。そして、

そのような「異邦人」になってこそ、新しい自分を作り、生きる力を発見して、新しい作品を

生み出すことができると語っている。 

 問 1 は、この文章で論じられている「異邦人」についてまとめることが求められている。

以上述べたことを説明すればよい。問２は、「異邦人」とはどのような存在か、この文章を踏

まえて考えを述べることが求められている。もちろん、「異邦人」を筆者が言うような存在で

あると考えるかどうかを答えればよい。 

イエスで答える場合には、課題文の主張に補足説明をする形をとる。芸術作品は、新しい世

界の見方を示すものであって、日常を生きるのではなく、それに疑いを持ち、まさしく異邦人

の目で世界を見つめてこそ生み出されるものであることを説明することができる。ノーで答

える場合には、「異邦人とは、自分のアイデンティティを失い、しっかりと生きているという

感覚を持てなくなることである。新しい生きる力を生み出すためには、たとえ一度そのよう

な体験をしても、生きている感覚を獲得する必要がある」などの論が可能だ。 
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